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年度平成 31 [終了予定] 年度-　 　

242

195

　物にかかるコスト（物件費・維持補修費）

　その他のコスト（扶助費・補助費など）

　総経費

２５年度２４年度
目標値

（２９年度）

1

30

47

3

5,355

0

効率性

3 1回

18

12 12

職員による協議会活動支援

44

必要性

0

前回評価から
改善した事項

　その他特定財源（国や都の支出金・財産収入など）

　一般財源（区負担額） 5,904

0

0 0

5,355

5,101

手段の適切性

事務事業コスト

(単位：千円)

[評価の理由]（区民生活への影響を十分考慮すること）

防災性の向上を図りながら、谷中地区の暮らしと歴史文化資源を活かす、まちづくり手法を区か
ら提示するとともに、協議会での検討を支援し、谷中らしいまちづくりを推進していく。

3
評
価
の
視
点

評価 評価の理由

防災性の向上を図るとともに谷中地区の暮らしと特徴的な景観の保全も求められていることや、地区内にある
都市計画道路も含めて都市計画道路全体について東京都が新たな整備方針を検討している状況も踏まえ
て、地域としての整合性の取れたまちづくりの方針を早期に策定していく必要がある。

維持

評
価
結
果

町会が中心になり、良好なまちづくりを目指している。特に防災を課題と捉えて、毎年、防災訓練を実施するな
ど、着実に活動を行っている。今後は、景観や密集地区対策にもより積極的に取り組んでいく。

3 協議会は谷中地区の１４町会が中心になり、自主的な運営をしている。その運営を後押ししつつ、地域を取り
巻く状況の変化を見据え、協議会を技術的にも支援していく必要がある。

密集住宅市街地整備促進事業との連携を図りながら、効果的な施設整備を進めていく。

拡大
改善
維持
縮小
廃止・終了

今後の方向性

目的達成度 4

205

5,904

財源項目

(単位：千円)

213

5,113

回

回

成果指標
部会開催数

5,665　人にかかるコスト（人件費など）

4

5,314

防災訓練等を通した防災意識の向上を図る活動とともに、区からの働きかけもきっかけとなり、不燃化促進に資する活
動のあり方について具体的な話し合いを始めている。

0

27

12

3

24

13

5,314

8

195

　決算額　　(単位：千円) 239

　受益者負担額（使用料・手数料・負担金など）

防災訓練開催数

1

なし

「谷中・上野桜木地区まちづくり憲章」に基づき、景観、住環境、防災、交通など谷中地区にふさわしい自主的なまちづくりを推
進することを目的とした、地元の組織である谷中地区まちづくり協議会の活動に対し、事業費の一部を助成（補助率１／２）し
ている。

補助金の有無
委託内容

２６年度

なし

団体まちづくり協議会活動支援団体数

事業内容

委託の有無

事業目的

指標の名称種　別 (単位)

活動指標
1

谷中の歴史ある貴重な町並みと風情を活かしたまちづくりや、防災性の向上を図り安全なまちづくりを進めることにより、良好
なまちづくりを目指す。また、谷中地区の防災訓練等を行うことで、災害時の備えや防災意識の向上を図る。

1

事業区分

金銭給付

平成２７年度　事務事業評価シート

東京都台東区まちづくり活動推進団体補助金交付要綱根拠法令等

事業対象

事務事業名 谷中地区まちづくり
地区整備課

[事業開始]事業の開始・終了年度

事
務
事
業
の
概
要

　

要綱

所
管

都市づくり部

谷中地区及び上野高校を避難所とする町会（池之端三丁目町会、池之端４丁目町会）の区域に居住する区民

〔法令等名〕


